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NY マーケットレポート（2018 年 1 月 11 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、序盤に発表された米新規失業保険申請件数が 4週連続で増加したことや、米生産者物価指数が 2016 年 8 月以来の

マイナスとなったことを受けて、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなった。その後は、米国債利回りが低下したことも加わ

り、ドルは終盤まで軟調な動きが続いた。一方、12 月の ECB 理事会の議事要旨が公表され、タカ派寄りの内容だったことが好

感され、ユーロは主要通貨に対して上昇、対円では 1円以上の上昇となった。ただ、終盤には、米国債利回りが低下したことか

ら、日米金利差の縮小が意識されて円が買われた。また、米株式市場では、主要 3指数が揃って取引時間中、終値ベースの最高

値を更新した。 

 

 

ECBの議事録を受けてユーロが上昇 

 

ECB が 12 月の理事会の議事録を公表した。ユーロ圏の景気拡大や物価が上昇した場合、2018 年の早い時期に金融政策の運営指

針を見直すべきだとの意見が大勢を占めていたことが明らかとなった。 

 

ECB は 2018 年 1 月から、市中に資金を供給する量的金融緩和の資産購入額を月 300 億ユーロ（約 4 兆円）に半減。期間は 2018

年 9 月末までだが、ECB は延長もあり得ると説明している。また、規模、期間の両方またはいずれかを拡大する用意があるとし

ていた。 

 

このところのユーロ圏の経済データは、予想より比較的良好であり、今年の早い時期に金融政策の運営指針が見直される可能性

もあるとの見方から、ユーロは主要通貨に対して堅調な動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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総選挙後3ヵ月経過も新政府発足せず 

 

2017/9/24 に投票が行われたドイツの連邦議会選挙では、709 議席のうち、メルケル首相率いるキリスト教民主・社会同盟が 246

議席を獲得して第 1党の座を確保した。しかし、議席を大きく減らす結果となり、メルケル首相の求心力の低下を指摘する声が

高まった。 

 

メルケル首相は、選挙後から 4期目の政権の発足に向けて各党との連立交渉に臨んだが、いずれも連立合意に至っておらず、す

でに 3 ヵ月（109 日）が経過しており、未だに新政府が発足していない。国民、企業幹部からは膠着打開を求める声が強まり、

やり直し選挙との声も出ている。 

 

やり直し選挙を避け、4 期目の政権を発足させようと与党のキリスト教民主・社会同盟（CDU・CSU）と社会民主党（SPD）との

連立に向けた協議が 7日からを行われている。SPD のシュルツ党首は協議が 12 日まで続く可能性を示唆した。 

 

ドイツ経済は 2017 年に成長が加速し、6 年ぶりの高成長となった。2017 年の GDP は、前年比+2.2％、2016 年は+1.9％だった。

2017 年の財政黒字は対 GDP 比で 1.2％となり、東西ドイツ統一後の最大を記録するなど、経済は良好である。目先は連立に向け

た協議の結果が注目される。 

 

米国の主要な経済指標の結果 

 

米新規失業保険申請件数 26.1 万件（予想 24.5 万件・前回 25.0 万件） 

 

米失業保険継続受給者数 186.7 万人（予想 192.0 万人・前回 191.4 万人⇒190.2 万人） 

 

米失業保険申請件数は、前週比+1.1 万件の 26.1 万件と 4 週連続で増加した。申請件数の 4 週移動平均は、前週比+0.9 万件の

25 万 750 件だった。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-3.5 万人の 186.7 万人と 2 週連続で減少し、

1973/12/29 までの週以来の低水準となった。受給者総数の 4 週移動平均は、前週比-5500 人の 191 万 3250 人。受給者比率は、

前週比 0.1 ポイント低下の 1.3％だった。   

 

12 月米生産者物価指数（前月比）-0.1％（予想 0.2%・前回 0.4%）、コア  -0.1％（予想 0.2%・前回 0.3%） 

 

12 月米生産者物価指数（前年比） 2.6％（予想 3.0%・前回 3.1%）、コア   2.3％（予想 2.5%・前回 2.4%） 

 

12 月の米生産者物価指数は、市場予想を下回る前月比-0.1％となり、2016 年 8 月以来のマイナスとなった。食品、サービスが

大きく値下がりしたことが影響した。前年比では+2.6％となった。変動の激しい食品とエネルギーを除いたベースは、前月比

-0.1％、前年比は+2.3％の上昇となった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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主要3指数がいずれも最高値を更新 

 

米株式市場では、米主要企業の 10-12 月期決算の発表を控え、好調な業績への期待感などを背景に、主要株価は序盤から堅調な

動きが続いた。米ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、終盤に前日比 206 ドル高の 25575.42 まで上昇し、取引時間中

の最高値と終値ベースの最高値を更新した。一方、ナスダック、S&P500 も取引時間中、終値ベースの最高値を更新した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい
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